
１　解決したい課題及び実現したい地域の将来像

別紙：資料１_実装計画

　ＡＩオンデマンド交通システムを導入することにより、現在のアナログ式の予約・配車システムでは対応が困難
であった当市の抱える多くの課題に対応し、生活で「使える」公共交通の実現、利用実態に見合った持続可能な
公共交通を構築しようとするものである。

≪ＡＩオンデマンド交通システムを導入することによる効果≫
⑴現在、原則として利用の前日までに利用者からの電話予約を受付センターのオペレーターが受け付け、受付
センターが運行経路を決定し、運行指示書を運行事業者にファックスし、時刻表に基づく1日当たり4便～9便が
運行されているが、ＡＩにより乗りたい時に呼べるリアルタイム予約が可能となることで、時刻表の制限がなくな
り、随時予約・随時運行を実現し、需要に応じたタイムリーなサービスを提供する。

⑵現在は、市内全域を14コースに分けて運行しているため、利用者はコース内の移動に限られ、コース外の目
的地へは鉄道や路線バス等への乗り継ぎが必要となっているが、ＡＩにより他のコースへ乗り継ぎなしで直接移
動することが可能となり、高齢者等の日常の移動実態に対応した運行内容とする。

⑶現在は、市内全域を14コースに分け、それぞれのコースで全てのダイヤに予約が入った場合に対応するた
め、14台の車両を確保していたものが、ＡＩによる効率的で最適な配車により、コースという概念を無くすことが可
能となり、コース毎に車両を待機させる必要がなく、必要な車両台数を少なくする。

⑷ＡIオンデマンド交通システムにより利用者がスマートフォンを使用することになるため、新型コロナウイルス感
染症拡大の影響により普及が進んでいるキャッシュレス決済への対応が可能となり、さらにはe定期やデジタル
クーポンといったサービスの拡張性が広がることにより、当市におけるデジタル基盤の強化に寄与する。

⑸運行内容の詳細がデータとして蓄積されるため、適切な運行管理が可能となるとともに、利用状況の分析によ
る運行内容の改善といったマーケティングへの活用が可能とする。

≪本システム導入を土台とした様々なサービスへの展開による効果≫
①地元商店街等と連携したクーポン配付施策等による地域経済の活性化。

②新型コロナウイルス感染症ワクチン接種のための高齢者移動対策等、特定の行政目的のための移動ニーズ
への対応による行政施策の効果の向上。

③MaaSによる様々なサービスとの連携。特に、近隣の会津若松市における会津Samurai MaaSプロジェクトとの
広域連携。

④その他様々なサービスとの連携による効果。

　以上のように、デマンド交通（予約型乗合交通「みんべぇ号」）にAIオンデマンド交通システムを導入することに
より、利便性の向上による移動ニーズへの対応と新たな移動需要の創出、運行の適正な管理と効率化、デジタ
ル基盤の強化等、様々な効果が得ようとするもの。
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２　実装計画について

（１）実装方針の概要

（２）スケジュール・四半期毎の実施事項

　喜多方市は、市町村合併により広大な面積を有しており、東部地区と西部地区で地理的特性や公共交通資源
が異なっているため、市全域を2つに分割しシステムを構築する（東部地区 2022年度、西部地区 2024年度）。
　また、東部地区におけるシステム構築後の輸送サービスについては、適正な車両台数やサービス内容につい
ての検討が必要であるため、東部地区のうち旧喜多方市南部地区及び旧塩川町地区については2022年度に、
東部地区のうち旧喜多方市北部地区及び旧熱塩加納町地区については2023年度に輸送サービスを開始する。
　なお、東部地区のシステム構築と輸送サービス提供後、2024年度には西部地区におけるシステム構築と輸送
サービスを開始する計画である。

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

事業者

選 定
システム詳細設定 システム開発

運行準備

システム調整

運行開始（旧喜多方市南部地区・旧塩川町地区）

運行準備（旧喜多方市北部地区・旧

熱塩加納町地区）
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（３）経費項目 （単位：千円）

⑤その他

②上記①外 システム利用料

③車載器関連備品購入又はリース料（タブレット端末等）

④車載器タブレット端末通信料

①AIオンデマンドシステムライセンス利用料

システムの初期構築及びセットアップ経費

項目 金額（単位：千円、税抜き）

①AIオンデマンドシステム構築

②上記①外

システムの稼働及び保守・運用支援経費

項目 金額（単位：千円）

総合計 0 イニシャル経費計 0 ランニング経費計 0
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（４）サービスイメージ

　AIオンデマンド交通システムの導入により、随時予約・随時運行を可能とし、利便性が高い公共交通サービスを提供す
る。また、ＡＩによる効率的で最適な配車により、コースという概念を無くし、必要な車両台数を現在よりも少なくすることで事
業の効率化を図る。
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（５）相互運用性の確保の取組

　AIオンデマンド交通システムの構築に当たっては、他団体における、デマンド交通システムとMaaSアプリとの連携実績を
踏まえ相互運用性を確保し、データの相互連携、利用が図ることができるものとする。
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